
 

 

ＪＲ西日本とのコーポレートＰＰＡを活用した 

アワリーマッチングシステムの実証開始  
 

２０２５年３月２６日 

関西電力株式会社 
 
 当社は、西日本旅客鉄道株式会社（以下、ＪＲ西日本）と、リアルタイム

（１時間単位）で再生可能エネルギーの電力供給量と電力消費量が一致してい

ることを証明する「アワリーマッチングシステム」の実証を２０２５年度に行

います。 
 
また、当社は本日、ＪＲ西日本および株式会社新井組と、ＪＲ奈良線への再

エネ電力の供給に向けてコーポレートＰＰＡ（以下、本ＰＰＡ）※１の契約を

締結しました。これまでＪＲ西日本と、大阪環状線、京都線、神戸線等に再エ

ネ電力を供給するため、コーポレートＰＰＡに基づき再エネ設備を開発してきま

したが※２、新たに太陽光発電設備を開発し、２０２５年度中にＪＲ奈良線の

鉄道変電所に再エネ電力の供給・環境価値の提供を開始します。 

 

本実証では、これらのコーポレートＰＰＡによる再エネ設備による発電デー

タと当該路線での電力消費データを活用します。具体的には、新たに開発する

システムで、発電データと電力消費データを１時間単位で照合し、管理する技

術を構築し、発電された再エネ電力がリアルタイムで消費されていることを証

明します。 
 
２４時間３６５日、再生可能エネルギーを中心とするゼロカーボン電力１０

０％使用を目指す「２４／７ＣａｒｂｏｎＦｒｅｅＥｎｅｒｇｙ」※３への関

心が高まっています。また、再エネ消費の同時同量が必要となるコーポレート

ＰＰＡや、再エネ電力と消費電力のリアルタイムでの一致を担保する仕組みの

重要性が高まっています。 
 

当社は、アワリーマッチングシステムの実用化を目指すとともに、再生可能

エネルギーの導入拡大に貢献してまいります。 
 
※１：「Power Purchase Agreement」（電力供給契約）の略。需要家と発電事業者が小売電気事

業者を介して長期・固定価格での電力購入契約を結ぶ、電力供給・調達方法。 
※２：２０２３年６月１９日、２０２３年１２月１４日、２０２４年５月２４日お知らせ済み。 

奈良線、大阪環状線、ゆめ咲線、京都線、神戸線、宝塚線、山陽新幹線の関西エリア区
間が対象。合計約７．６万ｋＷ（開発予定および開発中含む） 

※３：２０２１年９月に国連が主導して発足したイニシアティブ「２４／７ＣＦＥ Ｃｏｍｐａ
ｃｔ」が提唱する概念。 

 

以 上 
 

別紙１：アワリーマッチング実証の概要 

別紙２：ＪＲ奈良線へのコーポレートＰＰＡを活用した再エネ電力供給 

https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20230619_2j.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2023/pdf/20231214_1j.pdf
https://www.kepco.co.jp/corporate/pr/2024/pdf/20240524_1j.pdf
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○ 「２４／７ＣＦＥ」とは、年間を通して、ゼロカーボン電源の発電電力（ＣＯ２排出量ゼロの電力）と需要家の消費電力
を時間単位での一致（アワリーマッチング）を目指す考え方。

○ ゼロカーボン社会の実現に向けて、非化石証書による環境価値の取得にとどまらず、実際に消費する電力を再エネ電源由来
の電力に変えていく機運が高まっている。また、再エネの導入が進み、季節・時間によって出力制御が増加し、電力系統の品
質維持に向けて需要と供給の同時性の維持が重要となっている。

○ このような背景から、「２４／７ＣＦＥ」への関心が高まっており、非化石証書により「ゼロカーボン電力とみなす」のではなく、
ゼロカーボン電力のリアルタイムでの需給一致を目指す。

○ アワリーマッチングは、GHGプロトコルの改訂提案において提起されており、国際的な関心が高まっている。
○ 本実証では、ＪＲ西日本と当社で組成したコーポレートＰＰＡによるゼロカーボン電力と、需要家の消費電力を
１時間単位で一致させるデータ管理技術の構築と、真正性の担保を実証する。

「２４／７ＣＦＥ」の概念
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アワリーマッチング実証の概要 別紙１
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ＪＲ奈良線へのコーポレートＰＰＡを活用した再エネ電力供給

土地提供者 発電事業者 小売事業者 需要家

管理団体 新井組 関西電力 ＪＲ西日本
フロート太陽光の立地場所と
なる池を提供

水面使用料 (賃料) の農業
振興活用

フロート型太陽光発電設備の
開発・運営

電力の需給調整、供給

その他電力の調達・供給

鉄道運転用需要における再
エネ電力の受電、長期安定
的な利活用

ECO

太陽光電力

非化石証書

再エネ電力
ため池
利用

ＪＲ奈良線兵庫県内のため池 フロート型太陽光

発電事業者 株式会社新井組
小売事業者 関西電力株式会社
需要家 西日本旅客鉄道株式会社
発電出力 約２,２５０ｋＷ

供給開始時期 ２０２５年度（予定）
ＣＯ２排出量削減 年間約１，５００ｔ

※２０２３年度の温室効果ガス排出量算定に係る全国平均係数 ０.４２３ｋｇ－ＣＯ２／ｋＷｈから算出。

補助金 経済産業省 令和６年度予算「需要家主導型太陽光発電導入支援事業」に採択

別紙２


